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山口 信夫
エラスムスがパリに住んだ時期は､1495年9月初旬から1511年6月 11日まで
の5年9ケ月の間の約 4年半ほどである｡イギリスには5年強､ルーヴァンには3
年､イタリアには3年､バーゼルには 10年あまり､フライブルクには6年あまり
の滞在に比べ､とくに長かったとはいえない｡また､パリは彼の修業時代であっ
たために主要著作が出版されたわけでもない｡それにもかかわらず､パリがェラ
スムスに与えた影響はどのようなものか｡パリはエラスムスの思想形成にいかな
る位置を占めるのだろうか｡様々な思想家がパリで学び､そこで著作を発表し､
様々な人々と出会った｡パリが思想家にいかなる機会､影響､運命を与えたかを
考察する一環として､パリがエラスムスに何を与えたかを検討した｡
<パリのエラスムス>とは､パリにおけるエラスムスの活動､事績であり､<
エラスムスのパリ>とはパリが彼に与えた影響､パリを主人公とするパリの思想
創成機能である｡
このような研究の端緒として､パリでのエラスムスの事績をまとめてみた｡
エラスムスのパリ滞在年表1
年代 エラスムスの事績 その他
1495 *9月初旬､エラスムス､パリ到着､スタ *1483年にフランス王となった
ンドンクが運営するコレー ジュ .モンテギ シャルル 7世が 1491年､アン
ユに入学o ヌ .ド.ブルターニュAnnede
*ガガンとアンドレリー ことの最初の出会 Bretagneと結婚01494年､イ
いoガガンの著作､DeOrigineetGestis タリア戦争oAldoManuzioアル
FrancorumCompendium(Paris,LeDru, ド.マヌテイオがヴエネティア
30septembre1495)についての著者宛の に印刷 所 を開始○ ラプ レー
長い書簡は､この作品の最後に付せられ印 Rabelaisの誕生○
刷 された○エラスムスの最初の印刷物○ *9月､ガガン､Compendiumー
Natl'oDale,/DStl'tutDe'erlaDdBl'S,12d6C.1969-18janv.1970.を中心にし､その他の著作の年表
類を参考にまとめたものである｡
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(Ep.45)o*10月､『反蛮族論』の原稿をガガンに送り､好意的な批評を受け取るoスタンドンクの聖書講義を受講o聖ジエヌヴイエーヴ修道院で説教o の出版､chezPierreLeDru.
1496 *1月 (?)､オランダとパリで書いた詩集 *SaintMichelの数日前､Jean
をドニデル書店 chezDenidel(コレ-ジ Standonck が 1'abbaye de
ユ.コクレ前にあった)から出版○そのう Chateau-Landonの改革のため
ちに CarmendecBSBnata1't1'aIesu. ｢イ に ､ 1a Congr6gation de
エス誕生の藁葺き小屋｣を含む○ Windesheim に依頼 していた
*病気になったエラスムスの回復ははかばかしくなか ○モンテギユの厳しい四旬節､エラスムスはそれに耐えられなかったo夏､エラスムスはパリを離れ､健康回復 JeanMonbaerがパリに到着o*10月 24日､ルフエーヴル .
のためにカンプレの司教のもとに､さらに デタープルは 『論理学入門』を
ステインにゆくo (そこからウイレム.-ル 出 版 ､ Ⅰntroduction a la
マンスWilemHermansの詩を持ち出し､1497年､chezGuyMarchantで出版o* 月13日以前､エラスムスはパリに帰還モ テギユにもどらないで､神学博士取得をめざすo金持ちのイギリス牧師の教師になることを拒絶し､研究に専念oしか どこで何によって生活していたのか?年末､雨が多く パリ 洪水 Loglque. ｢
1497 *1月､医者の医療によらず､｢聖ジユヌヴ *メランヒトンとハンス .ホル
イエーヴだけ｣のおかげで､四日熱からの パインの誕生oサグオナローラ
快癒012日､洪水と大雨が止まることを祈 の破門o
願して聖ジエヌゲイエーヴの聖遣物箱のノ *4月 12日､ルフエーヴル .デ
- トルダム-の行列に立ち会う○ タープルの 『アリス トテレス倫
*1月 20日､Wilem Hermansの Sylua 理学論集』校訂版の出版o
odarum 『拝情詩集』の出版､chezGuy 5月､Del'nnuent1'SSyderumet
Marchant(エラスムス編集)O-ンドリツ quenela Parn'L1'81'eDl'S
ク.ヴアン.ベル-ンに一部､送付o彼に pau1'meDt1'deFaustoAndrelini
神学の勉学をしていることを告げるが､身 chez Guy Merchant avec
体的にも金銭的にも疲れ果てていたO d6dicaceaBud6.
Syluaodarumの大学での成功(Ep,50,51)o *10月20日､Corne1eG6rard
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ヤ トー .ラン ドンでのモンバールの改革MonbaeraChateauIJandunに従うo*春､エ スムスは彼の生徒の トー マス .グレイ､ロバー ト.フィッシャ とともに､N rm ndeAntoinette宅に下宿o彼 生徒には他に､-イ リツヒとクリスティアン.ノル トホ-フたちがいたが､ らは彼らの教師アウグ テイヌス-ヴインセンティウス カミナ ドゥス 住んでいた○(エラスム は彼ら ために､『格言集｣]Cloquesの素描に当 る会話マニュアルを作成した○)7月 ーマ .グレイ､ロバ ト.フッシャー 保護者にグレイとの関係を疑われた ､彼らから離れるよう命ぜられ､ イ .ノル トホ-フカミナ ドク ととも 暮 すo(クリスティアンはリュ ベック もどった)D 革のた裾 こパリに到着○
1498 *1月､聖ヒエロニムスとヴアラDialectica *5月､シャルル8世の死oルイ
の精読o 12世の即位Oサグオナローラ
*2月､ハインリツヒ.ノル トホ-フのリ の死oデューラーの 『アポカリ
ユーペック-の出発のあと､エラスムスと ブス』o
かカミナ ドゥスはリューベックの若い学生 *3 月 31 日 :ガ ガ ン の
と共に暮らす○*2,3月､『書簡作成法』Deconscribendisepistolisについて研錯o Compendiumの再版o*Echec de la mission
*春の間､エラスムス､重病○聖書研究に holandaiSedeWindesheim a
専心しようと望んだが､もはや修道院には Saint-Victor.
耐えられなかったo彼はイタリアに行き､ *8月:D6partdesHolanndais.
神学博士を取得し喜んでローマを訪問した * Edition de la
かつたが､その力も手段もなかったo CoTneSPOndaDCe de Gagain
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*7月の終わりにパリに戻るoすぐさま病気になる○もどつてから､マウントジョイ卿､ブラウントBlountを生徒とするo一つ 部屋に住み､そこでマウントジョイとリューベックの学生に講義をし その学生たちと共 暮らしていた 自分の書き物 関し カミナ ドクスとうまく行かなくなっ ○ヤコブ .バット よるア ナ .ヴア .ボルセ- レ AnnaV nBorssele(AnnedeVeere)との仲立ちが解消 れたあ と ､ Tburnhem (entre Calai etSait-Omer) 彼 生徒 共に行くつもりであった12 :エラスムス マウントジョイ宅に居住○(カミナ ド はすでに彼から離 ていた)待遇がよかつたの ､金には困らなか oパリでは評判が いこと 知っが オ ンダで自分が批判されていので気を落としたoファ ス .アンドレリー二は､自身でウイレム .-ルマ スエラスムスを弁護し ○月の終わりあるいは 1499年 1月 :Tburnehm とさらにステイン-の旅行o
1499 *Tburnehemに希望を託してパリに戻るo *ルイ 12世はアンヌ .ブルタ
AdolphedeVeereのために､Epistola 一二ユと結婚oイタリア戦争o
eXhortatoriaadcapessendamVirtutemを *5月8E]:BrantのStultifera
善くが､つねに金の心配があったODe naVis『阿呆船』がラテン語版で
conscribendisを手直しし､学生用の概説を は じ め て パ リ で 刊 行 o
編集したo (Narrenschif, Ntirberg,:
*AnnedeVeereあるいはMountjoyとイ P.Wagner,1494)
タリア行きと8月の出発を希望したo *6月 10日:ヤン.スタンドン
*5月 :エラスムスはMountjoyとともに クは追放 され､モンテギユを
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*2月 2日:パリに帰還｡一文ももってい
なかった｡Douvresの税関が彼のほとんど
の金を押収し､クレルモンの途上で追い剥
ぎに身ぐるみをはがれた｡
*帰還以来､病気で､エラスムスは彼に勉
学を禁じたギヨーム･コップ(Guilaumede
Cop,WilhelmKopp)の治療を受けた｡
*春:医師の意見を聞かず､Adagesを執筆｡
授業料が払えないので､｢ギリシア文学｣を
自修｡
*6月の終わり頃 :『格言集』(初版)の出
版｡ChexPhilippi. カミナ ドゥスがこれを
大学で紹介､はじめての成功｡しかしペス
トがパリに流行｡大学に人が少なくなる｡
エラスムスは落胆､死の恐怖を懐く｡
*9月初旬 :エラスムスはペストのために
パリを離れ､オルレアンに行く｡まずカミ
ナ ドクス､彼の生徒たちと共に暮らしたが､
その一人が病気にな り､エラスムスは
Jacobde Voechtの所に移り住む｡カミナ
ドゥスと仲違いをした｡
*-ンドリック ･ヴァン･ベル-ンが彼の
パ リでの生活を調べさせていることを知
る｡
*オルレアン滞在中､『格言集｣]の材料をさ
がしており､Deconscribendisepistolisの
改善を図っていた｡
*12月 15日頃 :オルレアンからパリ-の
帰還､カミナ ドゥス宅に寄宿｡
*1500年-1501年の冬:経済状態の悪化｡
BatteeAnnedeVerre,HenrietAntoine
deBergen-の手紙｡
*Deconscribendis,Decopiaの執筆継続｡
GeorgesHermonymeとギリシア語の受
講｡
*春､キケロのDeofficisの版を作成し､
chezPhilippeで印刷した (4月 29日､
*カール 5世の誕生｡ベンヴェ
ヌー ト･チェリーニの誕生｡
*2月8日:LaNeffdefousが
S.Rivi占reの仏訳で再版O
*6月:ヤン･スタンドンクのパ
リ帰還｡
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JacquesVbecht-の献辞書簡)□*エラスムスはつねに､ヒエロニムスを研究oAnnedeVeere はもはや何も期待しなくなったo
1501 *4月の終わりから5月の初めにかけてペ *5 月 :Bruno et BaSile
ス トの猛威o｢繰 り返される埋葬｣にエラス Amerbachがパリ大学に来る○
ムスは恐れを感 じる○パリを離れ､3年以 *5月22日:ガガンの死○
上 ､ 留 守 に し ､ Steyn,Tournehem,*10月 28日:ルフエーヴル .
Saint-Omerに居住○JeanVitrierとの出会 デタープルのOrganon第 1部の
い､さらにCourtebourne,Louvainに居住o 出版o*1502年 6月 :ヤン.バットの死D 12月終わり:ヤン .モンバールの死o3 8 12日:アレキサンドル6世 ○1月 1日:ユリウス2世､教皇に即位o
1504-1505 *1504年 12月 :エラスムス､パリに帰還o 8月5日:ルフエーヴル .デ夕-
ChristopheFicher宅に寄宿O文学研究を プルによるア リス トテ レスの
やめ､｢聖典｣の研究に向かうo 『政治学』の出版○
途中で､ボエ リオの子どもたち､彼らの家 の死○ロイヒリンのRudimenta
庭教師と共にパリに立ち寄ったとき､彼が liguaehebraicaeの出版oレオナ
死んでいると思っていたフランスの友人と ル ド.ダヴインチ,『ジヨコンダ』
会い､喜んだoイタリア旅行の準備中､エ の制作oブラマンテ､ローマの
ラスムスはルキアノスの 『対話』: De サンピエ トロ大聖堂の建築開
- 20 -
Psedomantl'Sを翻訳o*ジヨス .バー ドは彼の依頼によりエラス *1507年 :ミシェル .ロピタル
ムスが補正した 『格言集』の再版を準備O の誕生C
*9月 13日:ジヨス.バー ドからラテン語 *デューラーの 『アダムとイヴ』
訳､エウリピデスの 『-クバ』と 『イフゲ *1508-1512年 :ミケランジエ
ニア』の刊行ロ ロ､『システィナ礼拝堂天上画』o
*11月 :ジヨス.バー ドからルキアノスの *1509年 :-ンリー 8世がイギ
『小品集』Opuscla(エラスムスとモアの リ ス 王 に 即 位 o Cathrine
共訳)の刊行､11月 13日､販売○ d'Aragonと結婚oカルヴアン､ミシェル .セルヴエ､エティエンヌ .ドレの誕生o*ルフエーヴ .デタープルのQuintupleXPsalterium1510年 :ルター､ローマにo
1511 *4月初め :イギリスからパリに到着o *ルター､ヴイツテンベルク修
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エラスムスの ヨー ロッパ ConeciedWoz'ksofErasmw,13Letter8180211925,
UniversityofTbrontPre88,(TbrontorBuffhlorLOndon),2010･
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